
システムソリューション事業 SBI Holdings, Inc.

「2007年度よりSBIグループの新たなコア事業セグメントに位置付け、SBIグループの
インターネット金融事業を支えるシステム関連生態系の強化を図る」

システムソリューション
事業の主要企業

・SBI Robo（株）／サーチエンジンの開発、Web2.0プラットフォームを中心としたサービス企画・開発・運営事業

・SBIネットシステムズ（株）（2008年8月1日付で（株）シーフォーテクノロジーより商号変更）／東証マザーズ 

 （Code：2355）：C4暗号技術・秘密分散技術・電子透かし技術の研究・開発、情報セキュリティ製品の提供

　当社グループは、様々な金融商品・サービスをインターネッ

トを主要なチャネルとして提供しており、システム・ソフトウェ

ア関連の重要性が非常に高いため、グループ内企業のシステム

構築・維持管理に大きく貢献するシステム関連生態系の形成を

目指しています。また、次世代の情報金融資本主義を見据えた

「Finance2.0」を志向しながら、システム関連生態系をベー

スに金融とネットの一体化を図ってまいります。

ネット金融を支えるシステム関連生態系を強化

　インターネット金融関連ビジネスの更なる発展・拡充を図り、

2007年4月よりサービスを開始したコミュニティサイト「SBI

マネーワールド」は、コンテンツを大幅に拡充し、サービス開始

1年が経過した2008年4月現在で登録会員数は6万5千人を

突破し、国内最大規模の金融に関する知識共有型SNSへと拡

大しつつあります。

金融に特化したコミュニティサイト「SBIマネーワールド」

(https://www.sbi-com.jp/)

　「Finance2.0」を訴求するSBIグループは、新たなWeb関

連サービスの展開とコミュニティ形成を目指すとともに、グルー

プ各社サービスサイトのよりシームレスな相互接続も進めてま

いります。

「Finance 2.0」を訴求し、新たなWeb関連サービスを展開

　SBIホールディングスとノルウェーの検索テクノロジー会社

FAST社との合弁会社であるSBI Roboが2008年1月にサービ

スを開始した「SBI Business」は、実名で登録し、自分自身で

プロフィールを作成、公開することで、名前での検索結果を上

位に表示させ、相手に正しい情報を伝えるためのビジネス専用

のSNSです。

　2008年6月には、新たにWikipedia（ウィキペディア）検索

機能を追加したサービス（http://wiki.sbibusiness.com/）

を開始するなど、今後も検索機能を拡充し、様々なサービスを

提供してまいります。

実名登録のビジネス系専用SNS「SBI Business」を開始

(https://www.sbibusiness.com/)
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金融
生態系

システム関連生態系

生活関連
生態系

生活ガイド.com

イー・ゴルフ比較 ALL

住宅不動産
生態系

SBI不動産ガイド

SBIギャランティ

SBI モーゲージ

SBI アーキクオリティ

東西アセットマネジメント

リビングコーポレーション

SBI アクサ生命

SBI証券

SBI アセットマネジメントSBI アルスノーバ・リサーチ

SBI キャピタルソリューションズ SBI イコール・クレジット

SBI リースSBI フューチャーズ

SBI 損害保険

住信SBIネット銀行 

モーニングスターSBI ベネフィット・システムズ SBI インベストメントSBI カード
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　採用についてはこれまで、社会人経験のある転職者が中心で

したが、SBIグループでは、2005年度より初の新卒採用を開

始し、2006年4月に42名、2007年4月に91名、2008年4

月に31名の新卒者が入社しました。これは、急速に業容が拡

大するSBIグループの未来を担う優秀な幹部候補の確保と、独

自の企業文化を育み継承する人的資源の育成を目的としたもの

です。

　2007年11月、当社が設立を推進してきたSBI大学院大学の

設置認可が文部科学省より下り、2008年4月に開校いたしま

した。

　SBI大学院大学では、学長兼理事長となる当社代表取締役

CEO北尾吉孝の社会貢献に対する考え方から、確たる倫理的

価値観と科学的経営理論とを具備した「人物」の育成を重要な

教育方針として「徳育」と「実学」に重点をおいた教育を実践して

まいります。徳育では、四書五経を中心とした中国古典や日本

の近代思想史などを教科書として経営リーダにとって欠くこと

の出来ない人間学の習得を、実学では、単なる理論ではない実

践力を持つことのできる経営プロフェッショナルの育成を目指

しています。

　また、SBI大学院大学では日本の将来を担う事のできるリー

ダの早期育成という観点から、社会人経験者を対象として幅広

い層からの入学志願者を募集しています。このような方々が働

きながら受講ができるよう、授業はインターネットを利用したe-

ラーニングを前提としており、ほとんどの授業について時間と

場所の制約を受けることなく受講する事が可能になっています。

　SBIグループは、日本の未来を担う「有為な人材」を一人でも多く輩出していきたいと考えています。私たちが育成を目指す「有為な

人材」とは、一部門・一企業の利益に貢献するだけではなく、広く経済・社会に貢献しようとする高い志を有し、ビジネスにおける高

い専門性を備え、国際的視野を持ち、確たる倫理的価値観と実行力を伴う胆識を備えた人物のことを言います。

人材育成への取り組み

・起業家育成の為のプロフェッショナル教育機関
・最新の技術を利用したE-Learningによる教育体制

アジアのハブとして活動
・インターネット技術・ベンチャービジネス研究の情報交流拠点
・アジア各国との共同研究を推進
中国・インド等のビジネススクール（B-Schools）との提携模索

学校法人 SBI大学院大学の軌跡

～今後～ 

・「人物をつくる」ため、講師を招いた公開講義の開催
　例）孔建、Steve Chang（Trend Micro創業者）、安岡 正泰…
・大学院大学設立準備

人材育成を担うSBIユニバーシティ（株）を設立

文部科学省に大学院大学設置を申請
文部科学省よりSBI大学院大学設立の認可取得
SBI大学院大学が開校

2006年5月

2007年4月
2007年11月
2008年4月

新卒採用について

SBI大学院大学の開設

SBIグループのCSR活動

顧客誘導顧客誘導

～国内最大級の総合金融
コミュニティサイト～

その他コミュニケーション広場

株・投資エリア

ネットバンクエリア

保険エリア

2007年11月14日開業
SBIファンドバンク

2007年9月24日開業

顧客誘導顧客誘導

ネット銀行
コミュニティ

ネット損保
コミュニティ

2008年1月16日開業 2008年4月7日開業

SBI 金融道場：金融に関する啓蒙の場として
第1回：モーニングスター 朝倉氏による投資信託講座
第2回：京都大学 佐和教授による金融工学講座

NEW!!

投資信託エリアとして

顧客誘導顧客誘導顧客誘導顧客誘導

顧客誘導顧客誘導顧客誘導顧客誘導

顧客誘導顧客誘導顧客誘導顧客誘導

SBIグループの社会貢献の4つの柱

直接的な社会貢献直接的な社会貢献

人物作りを目指す

SBI大学院大学
（2008年4月開校）

児童社会福祉事業

SBI子ども希望財団
（2005年10月6日設立）

会員制健康関連サービス事業

SBIウェルネスバンク

事業を通じた間接的な社会貢献事業を通じた間接的な社会貢献

SBIグループ企業
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